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お届
け♪

・平成 28 年度　市の組織  ……………
・高齢者向け給付金のお知らせ     ………
・たくさんの  思い出を  胸に
    ありがとう！   広瀬小学校  ……………

・すべての多子世帯の保育料　…………
　第２子が半額、第３子以降の完全無料化 !…

平成 28 年度   当初予算 …
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※おことわり…金額は１千万円未満を四捨五入しているため、合計金額が一致しない場合があります。

Point

Point
平成 28 年度

予算

※（ ）内の金額は、平成 27 年度当初予算比

一般会計予算の概要

一般会計予算は 約２８１億円

実
質
交
付
税
は

　
４
億
円
の
減

子
育
て
支
援
を

　
大
幅
に
拡
充
！

市民一人あたりの予算
（前年度　５１４，７１３円）

５８,６２７円

○高齢者や児童の福祉などに １６３,０５１円

○道路・河川などの整備に
４３,４２８円○学校・図書館・公民館などに

７９,５５２円○ごみ処理や病気の予防に

６７,１１５円○借金返済に
７３,８４０円○行政運営費に

５５４,３３３ 円一般会計

　８,０９３円○商工・観光振興などに

３１,３８６円○農林水産業振興などに
○消防・救急活動などに １８,１６１円

○議会の運営に 　３,５５３円
○その他 ８,６８６円

平成 28 年３月末現在の人
口（５０, ６５９人）で計算

○民生費…福祉や医療のための経費
○衛生費…健康や環境のための経費
○総務費…市政運営のための経費
○公債費…借金返済に要する経費
○土木費…道路、河川、市営住宅などの経費
○教育費…学校や生涯学習のための経費
○農林水産業費…農林水産業振興のための経費
○消防費…安全・安心なくらしのための経費
○商工費…商工や観光振興のための経費
○議会費…議会の運営のための経費

○市税…市が徴収するお金
○地方交付税…全国どの市町村でも一定の行政サービスを提供

できるよう国が地方公共団体に交付するお金
○市債…市の借金
○国庫支出金…国からの補助金等
○県支出金…県からの補助金等
○自主財源…市税、利用料、負担金など市が徴収できる
　　　　　　お金（80.9 億円）
○依存財源…補助金や交付金など国や県などに依存する
　　　　　　お金（199.9 億円）

民生費

市税

地方交付税
公債費

総務費

土木費

教育費国庫支出金

県支出金

衛生費

農林水産業費

消防費

その他商工費 議会費

82.6 億円
（＋ 6.9 億円）

（▲ 0.5 億円）

（＋ 4.1 億円）

（＋ 7.8 億円）

（▲ 3.6 億円）

（0 億円）

（+0.4 億円）

（＋ 2.5 億円）

（＋ 4.6 億円）

（＋ 2.7 億円）

（＋ 0.4 億円）

（▲ 0.1 億円）

（▲ 2.3 億円）（▲ 0.2 億円）

（＋ 1.8 億円）

56.1 億円

 105 億円
34.0 億円

36.9 億円

29.7 億円

22.0 億円
29.2 億円

22.0 億円

市債
29.3 億円

その他
（地方消費税交付金、地方譲与税など）

その他の
自主財源

（使用料、繰入金など）
24.8 億円

40.3 億円

15.9 億円

9.2 億円

4.4 億円4.1 億円 1.8 億円

（＋ 4.6 億円）

（対前年度当初予算比　＋ 16 億 5,200 万円）
一般会計 ２８０ 億  8,200 万円
福祉や教育、産業振興など、市の基本的な会計

（対前年度当初予算比　＋４億 750 万円）
特別会計 １６３ 億  1,980 万円
国民健康保険、介護保険など一般会計と区別が必要な会計

（対前年度当初予算比　＋２億 9,098 万円）
事業会計 ８２  億  2,855 万円
水道、病院など料金収入で運営している事業の会計

　平成 28年度当初予算が３月議会で可決され、決定しました。
　一般会計予算の総額は２８０億８，２００万円で、前年度当初
予算と比べて１６億５，２００万円の増となりました。
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影
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億
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と
な
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込
み
で
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今
年
度
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財
源
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足
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成
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年
度
ま
で
の
実
質

的
な
交
付
税
の
算
定
額
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考
慮
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97
億
円
を
予
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上
し
て
い
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す
。
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合
併
特
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用
し

社
会
イ
ン
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整
備

　
　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
で
あ

る
平
成
31
年
度
を
見
据
え
、
本
市
の

緊
急
課
題
で
あ
る
環
境
セ
ン
タ
ー
の

補
修
事
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や
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セ
ン
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下
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雪
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築
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係
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増
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築
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な
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普
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事
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費
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着
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す
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こ
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予
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は

合
併
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最
大
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の
２
８
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億
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，
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０
０
万
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と
な
り
ま
す
。

　
出
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少
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す
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心

し
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生
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育
て
ら
れ
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今
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ま
た
、
昨
年
度
い
た
だ
い
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ふ
る

さ
と
納
税
の
主
な
使
い
道
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
を
全
額
助
成

●
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
完
全
無

料
化
、
第
２
子
は
半
額

●
中
学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
に
係

る
医
療
費
の
無
料
化

●
朽
木
小
入
谷
の
カ
キ
ツ
バ
タ
再
生

の
た
め
獣
害
柵
、
散
策
道
を
整
備

●
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
大
会
開
催

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
補
助

●
保
育
園
バ
ス
購
入

　
昨
年
、策
定
し
た
「
高
島
市
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

定
め
ら
れ
た
基
本
目
標
や
政
策
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
施
策
を
展
開
し

ま
す
。
平
成
27
年
度
３
月
補
正
予
算

に
計
上
し
た
事
業
と
一
体
で
切
れ
目

の
な
い
予
算
と
し
、
地
方
創
生
の
加

速
化
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。

財政課　 （25）8111

特別会計・事業会計の内訳

特
別
会
計

区　分 当初予算 前年度比較
　国民健康保険特別会計（事業勘定） ７１億５, ４００万円 ＋７，１９０万円
　国民健康保険特別会計（直診勘定） 　　　８, ８６０万円 ＋７２０万円
　後期高齢者医療事業特別会計 　５億５, ３９０万円 ▲７３０万円
　農林業集落排水事業特別会計 　５億４，４５０万円 ▲８，７５０万円
　下水道事業特別会計 ２５億９，０３０万円 ＋７，５９０万円
　熱供給事業特別会計 ８７０万円 ＋４０万円
　介護保険事業特別会計 ５２億８, ５２０万円 ＋３億３，５２０万円
　訪問介護ステーション事業特別会計 ９，４６０万円 ▲１，１７０万円

事
業
会
計

区　分 当初予算 前年度比較
　水道事業会計 １９億６, ２８７万円 ＋２億１，３８８万円
　病院事業会計 ５５億２７万円 ▲１億４, ５０６万円
　介護老人保健施設事業会計 　７億６, ５４０万円 ＋２億２，２１５万円

Point

（＋ 1.7 億円）14.4 億円

結
婚
・
出
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・
子
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て
を
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え
る
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と
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て
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妊
婦
健
診
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用
の
全
額

助
成
や
、
多
子
世
帯
に
お
け
る
保
育

料
の
第
３
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料

化
、
学
童
保
育
所
の
増
設
な
ど
を
行

い
ま
す
。

予算予算予算

国民健康保険、介護保険など一般会計と区別が必要な会計国民健康保険、介護保険など一般会計と区別が必要な会計国民健康保険、介護保険など一般会計と区別が必要な会計

　平成 28年度当初予算が３月議会で可決され、決定しました。
　一般会計予算の総額は２８０億８，２００万円で、前年度当初
予算と比べて１６億５，２００万円の増となりました。
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２

５つの 高島未来政策

１

　社会的、経済的に弱い立場にある障がい者や
高齢者等の医療費を助成し、保健の向上と福祉
の増進を図ります。また、中学生までの子ども
の医療費の助成を行います。

（　　　　福祉医療事業）

　地域特性を活かした特産品の定着を図るた
め、地場産野菜の学校給食への供給拡大や野菜
の周年栽培のためのパイプハウス等の補助整備
を行います。また、生産農家が新たに作付を行
う場合に生産３か年計画や作付面積などに応じ
て支援を行います。

（　　　　たかしま野菜生産拡大事業）

　畜産クラスター計画に定められた中心的な経
営体（畜産農家、飼料生産受託組織等）の収益
性向上、畜産環境問題への対応に必要な施設整
備等を支援します。

（　　　　畜産競争力強化対策整備事業）

　獣害等により荒廃した針畑地域のカキツバタ
群生地を再生し、観光の名所として復活させる
ため、獣害柵を設置するほか、駐車場や散策道
を整備します。

（　　　　小入谷カキツバタ再生事業）

障がい者や高齢者、
中学生までの子ども
の医療費を助成

生活困窮者を包括的、
継続的に相談支援

たかしま野菜の生産
拡大を支援

畜産環境に必要な
施設整備等を支援

小入谷のカキツバタ再生
に向け獣害柵等を整備

３億 9,432 万円

700 万円

主な事業をご紹介します。

介護施設整備費や、
開設準備経費を補助

2,630 万円

1,300 万円

　生活困窮者が生活保護に至る前に、困窮状態
からの早期脱却を支援します。包括的かつ継続
的な相談支援を行うとともに、自立相談支援体
制を整えます。また、貧困の連鎖を解消すべく、
子どもの学習支援事業や就労に結びつかない方
への就労準備支援を新たに実施します。

（　　　　生活困窮者自立支援事業）

　介護が必要な高齢者が、住み慣れた地域でで
きる限り生活できるよう、施設整備に対して助
成します。また円滑に施設を開設するため、開
設準備経費を助成します。

（　　　　地域介護・福祉空間整備事業）

医療・福祉・介護

産業・観光振興

1 億 1,277 万円

２億 511 万円

３

４

５

　平成 29 年度から 10 年間を計画期間とす
る「第２次高島市総合計画」を策定します。
策定審議会や市民ワークショップなどを通し
て、市民の皆さんのご意見を反映した計画を
作り、持続可能な高島市の実現を目指します。

（　　　　総合計画策定事業）

　妊娠・出産期を安全に迎えることができるよう、
妊婦健康診査にかかる費用を全額助成します。

（　　　　妊婦健診事業）

　地域の課題に、集落等と共に取り組んでいく人
材として地域おこし協力隊を昨年に引き続き設置
し、地域の活性化と地域課題の解決につながる活
動を推進します。

（　　　　地域おこし協力隊設置事業）

皆さんの意見を反映し
第２次総合計画策定

妊婦健診費用を
全額助成

地域おこし協力隊を
引き続き設置 723 万円

　市役所各支所については、老朽化が進み、バリ
アフリー対応も十分ではありません。利用者の安
全確保や利便性の向上、災害時の地区本部機能の
確保のため、順次改修を進めます。

（　　　　支所庁舎整備事業）

順次、支所を改修し、
安全を確保

3,019 万円

防災・環境

教育・文化・スポーツ、子育て支援・女性

一体感のあるまちづくり

　市内の空き家等に関する実態調査を行い、空
き家等対策計画の策定を行います。

（　　　　空き家対策事業）

　高島浄化センター内に、生し尿、浄化槽汚泥
処理を行う前処理施設の整備工事を実施します。

（　　　　汚泥処理施設共同整備事業）

空き家の実態調査
を実施

高島浄化センターに
汚泥処理施設を整備

1,006 万円

2 億 8,642 万円

6 億 7,367 万円

　授業終了後の遊び場や生活の場を提供してい
る学童保育所の運営団体に補助を行います。今
年度は、２か所増設することにより、学童保育
所の質の向上と環境の改善を図ります。

（　　　　放課後児童健全育成事業）

学童保育所を支援
２か所増設 1 億 80 万円

　子ども・子育て支援新制度の実施に伴い、公立・私立の保育園・幼稚園の
運営に必要な経費を計上しています。また、市独自で所得制限を撤廃し、第
３子以降の完全無料化および第２子を半額にします。（P19 に関連記事）

（　　　　保育園・幼稚園運営事業）

保育料、第２子半額、第３子以降無料 11 億 2,217 万円

128 万円
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★新旭振興室は、機構改革により廃
止しました。振興室で行っていた業
務は、市民協働課が行います。

※土木上下水道部は
　市役所別館内にあります。

人事課　 （２５）８５２５

環 境 部
　　●環境政策課 ☎ (25)8123
　　●斎場 ☎ (22)4740
　　●ごみ減量対策課 ☎ (25)8123
　　●衛生センター ☎ (22)2725
　　●環境センター ☎ (24)0031
　　●今津環境クリーンセンター
 ☎ (24)0053
　

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課 ☎ (25)8120
　　　・福祉給付金推進室 ☎ (25)8009
　　●障がい福祉課 ☎ (25)8516
　　●健康推進課 ☎ (25)8078
　　●保険年金課 ☎ (25)8137
　　　・朽木診療所 ☎ (38)2071
　　●地域包括支援課 ☎ (25)8150
　　●長寿介護課 ☎ (25)8029
　　●訪問看護ステーション ☎ (36)8111
　　●陽光の里 ☎ (36)1220
　　子ども局
　　●子育て支援課 ☎ (25)8136
　　　・マキノ東こども園
　　　・マキノ西こども園
　　　・今津東保育園　
　　　・朽木こども園　　　
　　　・古賀保育園　　　
　　　・高島こども園
　　　・大師山さくら園
　　　・静里なのはな園
　　　・カンガルー教室
　　　・マキノ児童館
　　●子ども家庭相談課 ☎ (25)8517

　　　　   農林水産部
 　　●農業政策課 ☎ (25)8511
 　　●農村整備課 ☎ (25)8529
 　　●森林水産課 ☎ (25)8512

　　　　   商工観光部
　　●商工振興課 ☎ (25)8514
　　●観光振興課 ☎ (25)8040

　　　  土木上下水道部

　　●土 木 課 ☎ (22)2001
　　　・国県事業対策室 ☎ (22)2001
　　●都市計画課 ☎ (22)0904
　　●交通対策課 ☎ (22)0058
　　●上下水道課
　　　　　　  （水道） ☎ (22)9037
　　　　　　  （下水） ☎ (22)9011
　　（お客様センター） ☎ (22)9133

　　　       会計管理者

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課 ☎ (22)5401
　　●予 防 課 ☎ (22)5403
　　●警 防 課 ☎ (22)5402
　　●通信指令課 ☎ (22)1234
　　●北部消防署 ☎ (22)5404
　　　・朽木分遣所 ☎ (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所 ☎ (28)0119
　　●南部消防署 ☎ (32)1212

  　　　　政 策 部
　　●企画調整課 ☎ (25)8114
　　●総合戦略課 ☎ (25)8114
　　●秘書広報課 ☎ (25)8000
　　●情報統計課 ☎ (25)8527
　　総合防災局
　　●防　災　課 ☎ (25)8133
　　●原子力防災対策室 ☎ (25)8133

　　　　　  総 務 部
　　●総 務 課 ☎ (25)8000
　　●人 事 課 ☎ (25)8525
　　●契約検査課 ☎ (25)8501
　　●税 務 課 ☎ (25)8116
　　●納 税 課 ☎ (25)8522
　　行財政改革推進局
　　●財 政 課 ☎ (25)8111
　　●財産管理課 ☎ (25)8112

　   　     市民生活部
　　●市民協働課 ☎ (25)8526
　　　・定住推進室 ☎ (25)8526
　　●市 民 課 ☎ (25)8018
　　●生活相談課 ☎ (25)8125
　　●人権施策課 ☎ (25)8524
　　
　　●マキノ支所 ☎ (27)1121
　　●今　津支所 ☎ (22)2551
　　●朽　木支所 ☎ (38)2331
　　●安曇川支所 ☎ (32)1131
　　●高　島支所 ☎ (36)1121

　●会　計　課 ☎ (25)8118

平成 28 年度 市の組織

市 長 部 局

議　　会 　 　議会事務局　    ●議事課　☎ (25)8140

　持続可能な高島をめざして昨年 10 月に策定した「高島市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた 29 の事業に、職員一丸となっ
て本格的に取り組むため、また確かな行財政基盤を確立し効率的
で効果的な行政運営と住民自治を目指して策定した「高島市行財
政改革計画」の計画的で確実な推進を図るため、必要な体制整備
を図りました。

　持続可能な高島のまちづくりのため、

「高島市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」事業を着実に実施するとともに、

進行管理を担う体制の強化に努めるた

め、「総合戦略課」を設置しました。

政策推進室を

総合戦略課に格上げ
point

１

　確かな行財政基盤を確立し、効率

的で効果的な行政運営と住民自治を

実行するため、統括的な役割を担う

「行財政改革推進局」を設置しまし

た。今後の課題である公共施設の再

編等を含め、計画的で確実な推進を

図ります。

行財政改革推進局

を設置point
２

※教育委員会事務局は、
　安曇川支所内にあります。

　広域処理も含めた後継処理施設建

設の検討や現処理施設の安全運転に

欠かせないごみ減量を本格的に実施

するため環境部を２課体制とし、環

境行政の充実に努めます。

point
４

ごみ減量対策課を

新設し、環境部を

２課体制に

　「高島への新しい人の流れを作る」た

めの施策「移住・定住コンシェルジュ

事業」「若者定住促進住宅整備事業」

を推進するため、市民協働課に「定住

推進室」を設置しました。

point
３

市民協働課に

「定住推進室」を設置

       教育委員会
　       教育委員会事務局

　　教育総務部
　　●教育総務課 ☎ (32)1132
　　●社会教育課 ☎ (32)4457
　　　・マキノ公民館 ☎ (27)1131
　　　・今津公民館 ☎ (22)2249
　　　・朽木公民館 ☎ (38)2324
　　　・安曇川公民館 ☎ (32)0003
　　　・高島公民館 ☎ (36)0219
　　　・新旭公民館 ☎ (25)5500
　　　・中江藤樹記念館 ☎ (32)0330
　　●学校給食課 ☎ (32)1716
　　　・マキノ学校給食センター  ☎ (27)0360
　　　・今津学校給食センター ☎ (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター ☎ (32)0072
　　　・新旭学校給食センター ☎ (25)7080
　　●文化財課 ☎ (32)4467
　　　・マキノ資料館 ☎ (27)1484
　　　・朽木資料館 ☎ (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館 ☎ (36)1553
　　●市民スポーツ課 ☎ (32)4459
　　●図書館
　　　・マキノ図書館 ☎ (27)0350
　　　・今津図書館 ☎ (22)3827
　　　・安曇川図書館 ☎ (32)4711
　　　・朽木図書サロン ☎ (38)2324
　　　・高島図書室 ☎ (36)2160
　　　・新旭図書室 ☎ (25)2811
　　●高島市民会館 ☎ (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
 ☎ (32)2461
　　　・ガリバーホール  ☎ (36)0219
　　教育指導部
　　●学校教育課 ☎ (32)4471
　　●教育相談・課題対応室
 ☎ (32)4406
　　　・教育研究所 ☎ (32)4482
　　　・小学校
　　　・中学校
　　●青少年課 ☎ (32)4458
　　　・少年センター 　・あすくる高島

  高島市民病院

　　●診　療　部
　　●医療技術部
　　●看　護　部
　　●地域医療サービス部
　　　・地域医療連携室　
　　　・健診室  
　　●医療安全部
　　　・医療安全推進室
　　●事務部
　　　・経営統括課
　　　・病院総務課
　　　・財務課　　
　　　・医事課

☎ (36)0220（代表）
☎ (36)8077（外来予約専用）

●事務局　　☎ (25)8000
選挙管理委員会

監 査 委 員
●事務局　　☎ (25)8000

公 平 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局　　☎ (25)8000

農 業 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8513

62016. ５月号
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※これらの事業は、平成 27 年度に繰り越して実施します。

区　　分 補正前の額 補…正…額 補正後の額
一般会計 ２８６億７,９３０万円 ５億 ５,１１０万円 ２９２億３,０４０万円

特別会計 １５９億７，４６５万円 ▲１億８,１１２万円 １５７億９，３５３万円

事業会計 ７９億 ４,４７５万円 ０万円 ７９億４,４７５万円

予算総計 ５２５億９,８７０万円 ３億６,９９８万円 ５２９億６,８６８万円

◯歳入歳出補正予算

◯主な事業

月 

補
正
予
算
の
概
要

特産品海外販売
戦略事業

特産品国内販売
戦略事業

高島サステイナブ
ル・オフィス事業

移住・定住
コンシェルジュ事業

１, ５５０万円 ８００万円 ７７５万円 ６６９万円

「高島ちぢみ」「高島
帆
は ん ぷ

布」の、マレーシア、
台湾での販売可能性を
探り、販路拡大の方策
を見出すための調査を
行います。

高島産農産物や加工品
のブランド力向上を目
指し、高島屋と連携し
て商品開発に取り組み
ます。また、新たな販
路拡大と販売促進に取
り組みます。

まち・ひと・しごと創
生総合戦略の点検・必
要な見直しを行い、各
プロジェクトの目標が
達成できるようマネジ
メント体制を構築、運
営します。

移住希望者の要望を聞
き取るなど幅広い相談
に応じ、定住に向けた
情報提供や関係者との
マッチングを行います。

びわ湖高島ブランド
戦略推進事業

地域参加型
キャリア教育による
人材定着推進事業

湖上交通を活かした
“ビワイチ”サイク

リング創造事業
高島トレイル
魅力発信事業

５２５万円 １２６万円 １, ３５９万円 ５８４万円

高校生と市民による取
材で高島の食と人の魅
力を紹介するガイドブ
ックを制作し、「高島市
での暮らしの豊かさ」
を発信します。

市内事業所や NPO の
協力を得て、市内高校
生が地域課題や地域の
可能性を学ぶことを通
じ、自らのキャリアデ
ザインにつなげる仕組
みの研究と人材育成を
実施します。

県、関係市町、関係事
業者との連携を深め、
ビワイチと湖上交通を
結びつけ、地域を超え
たサイクルツーリズム
の充実を図ります。

登山ルートの整備や情
報発信等の誘客促進に
取り組みます。また、
アウトドアイベントを
通じて市内の魅力を紹
介し、自然体験型観光
を推進します。

インバウンド
誘客促進事業

ピックランド周辺
修景整備事業

重要文化的景観を活
かした観光振興事業

４１１万円 ３７６万円 ９０１万円

外国人観光客の誘客促
進を目指します。また、
外国人の受け入れに必
要な知識を習得するた
め、ワークショップ等
を開催します。

ピックランドの劣化が
著しいことから、隣接
するメタセコイア並木
周辺を一体とした景観
に配慮した整備を行い
ます。

重要文化的景観の選定
を受けた３地域を、文
化的景観や日本遺産の
案内拠点の一つと位置
づけ、観光振興や環境
整備を進めます。

※１万円未満を四捨五入しています。

まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業　　８，０７６万円
まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業として、次の事業に取り組みます。

　若者が暮らしやすい住まい環境をつくり、若者定住を促進す
るため、市では住宅確保のための支援制度を整備し、新築住宅
の取得や住宅リフォームによる定住を支援しています。

市民協働課（定住推進室）
　 （25）8526

市民協働課（定住推進室）　 （25）8526

空き家紹介システムに登録（賃貸）されると
「空き家リフォーム補助」をご利用いただけます。

住宅確保の
支援制度を
 ご紹介

若者定住促進のための

　1定住住宅取得補助事業
【対象となる方】

平成 28 年１月１日時点の住宅の所有者（納税義
務者）で次のいずれかに該当する方

　①市内に定住される 40 歳未満の方
　②小学校６年生までの子を扶養し、同居する方
【対象となる住宅】

市内業者が建築または販売する新築住宅（床面積
50㎡以上 280㎡以下）

【補助金の額など】
固定資産税相当額（限度額 5 万円 / 年）を地域通
貨アイカで 5 年間補助
※平成 26 年 1 月 1 日以前に新築され、または購
入された住宅は、固定資産税相当額の 1/2 を補助

（限度額は同じ）

   2定住住宅リフォーム補助事業
【対象となる方】

①市内へ移住・Ｕターンしようとする方または転
入後 3 年を経過しない方

②市内にお住まいの 40 歳未満の方
③市内にお住まいの小学校 6 年生までの子を扶養

し、同居する方
※②③は、市内賃貸住宅等の居住者で実家に戻
り定住する方または婚姻により実家に定住する
方に限ります。

【対象となる住宅】
上記①は、定住するために購入した中古住宅また
は所有する住宅
上記②③は、相続・贈与によって取得する実家

【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50 万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】

補助率は最高 1/4、限度額は最高 50 万円で、地
域通貨アイカにより 5 年分割均等払い。
※年齢によって補助率が異なります。詳細はお問
い合わせください。

　3空き家リフォーム補助事業
【対象となる方】
　①借り手が決まった空き家の所有者
　②空き家紹介システム登録物件（賃貸）の所有者
【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50 万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】

補助率は 1/4、限度額は 50 万円で、地域通貨ア
イカにより 5 年分割均等払い。

　市内への若者の移住を進めるため、空き家の所有
者がその活用を気軽に相談できる場として、空き家
活用相談会を開催します。ぜひご利用ください。

▼日時　５月 21 日土　10 時～ 12 時

▼場所　今津東コミュニティセンター
　　　 観光物産プラザ
　　　 安曇川公民館

空き家活用相談会

※適用要件などがありますので、制度について詳しくはお問い合わせく
ださい。
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　寝たきりや認知症、心身の障がいなどに
より、常時介護用品を在宅で使用している
方に、介護用品の購入に使える助成券を交
付しています。

市民税課税状況は、４月～６月の申請は平成 27年度、７月以降は平成 28年度の
世帯課税状況で判断します。申請のあった月分から交付します。

▼対象者
　市内にお住まいで、市民税が非課税の世帯の方のう
ち、次に該当する方
Ⓐ介護保険要介護・要支援認定者
Ⓑ満 75 歳以上でひとり暮らしの方
Ⓒ満 70 歳以上の方のみの世帯およびこれに準じる世

帯で生活する満 75 歳以上の方
Ⓓ・身体障害者手帳所持者のうち肢体不自由１級・２級、

視覚障がい１級・２級、呼吸器機能障がい１級の方
　・療育手帳所持者のうちＡ１・Ａ２判定の方
Ⓔ・身体障害者手帳所持者のうち１級・２級（前記Ⓓに

該当する方以外）の方または肢体不自由３級の方
　・精神障害者保健福祉手帳所持者のうち１級・２級の

方
▼助成額など

《タクシー・バス利用助成券》
　○対象者のうちⒶ、Ⓓの方
　　　　　　………  月額２，０００円分
　○対象者のうちⒷ、Ⓒ、Ⓔの方
　　　　　　………  月額１，５００円分

《ガソリン助成券》
　○対象者のうちⒹの方……  月額１，０００円分
　○対象者のうちⒺの方……  月額　７５０円分
※Ⓓ、Ⓔの方は「タクシー・バス利用助成券」または「ガ
ソリン助成券」のうちどちらかを選んでいただきます。

▼申請の方法
・対象になる方は印鑑をお持ちのうえ、長寿介護課、
障がい福祉課または各地域の保健センター（朽木地域
は朽木支所）で申請してください。
・障害者手帳をお持ちの方は、手帳の提示をお願いします。

▼その他
　年度途中での助成券、助成額の変更はできません。

助成券を交付しています
　介護保険要介護・要支援認定を受けている方や 75
歳以上でひとり暮らしの方、障害者手帳の交付を受け
ている方などの外出を支援するために、タクシー・バ
ス利用助成券やガソリン助成券を交付しています。

タクシー・バス、ガソリン 介護用品

①③・ⒶⒷⒸに該当する方 ･･･　長寿介護課　　 （２５）８０２９
　②③・ⒹⒺに該当する方 ･･･　　障がい福祉課　 （２５）８５１６

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵がおよびにくい高齢者の方を対象に「高
齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を支給します。
　支給対象者と見込まれる方がおられる世帯には、４月中旬にお知らせの文書と申請書を郵
送しています。お知らせの内容をご確認いただき、申請書に必要事項を記入し押印のうえ、
７月 15 日 金までに福祉給付金推進室（社会福祉課内）または支所まで提出してください。

■ 支給対象者
　対象となる方は、原則として、次のすべて
に該当する方となります。

①平成 27 年１月１日時点で高島市の住
民基本台帳に登録されている方

②平成 27 年度の住民税（均等割）が課
税されていない方

③昭和 27 年４月１日以前に生まれた方
（平成 29 年３月 31 日までに 65 歳以
上になる方）

※ただし、以下の方は除きます。
・平成 27 年度の住民税（均等割）が課税

されている方の扶養親族など
・生活保護制度内で対応される被保護者など

■ 支給額
　支給対象者おひとりにつき３万円
※支給は、平成 28 年６月以降となります。

■ 申請方法
　【窓口申請】福祉給付金推進室（社会福祉

課内） または支所窓口で申請
　【郵送申請】申請書に同封された返信用封

筒により郵送（７月 15 日の
消印有効）

●添付書類
　（次の①と②のどちらも添付してください。）
　①支給対象者全員の本人確認書類

・運転免許証・住民基本台帳カード（顔
写真付き）・パスポート・健康保険証（有
効期限内のもの）　などいずれかの写し

【外国人の方】
・在留カード
・特別永住者証明書
　　などいずれかの写し

　②口座確認書類
　金融機関名、店名、口座番号、口座
名義人（カナ）がわかる通帳または
キャッシュカードの写し

 高齢者向け給付金のお知らせ
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

お詫びと訂正
広報たかしま３月号８ページに掲載
した「東日本大震災‐被災地の今‐」
の記事の中に、下記の誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。
▼宮城県の項目の「▼牛たん焼き」
　の文章
　（誤）先代　⇒　（正）仙台

問社会福祉課…福祉給付金推進室　 （25）8009

▼助成券交付額
　市内にお住まいの、在宅で常時介護用品を
使用されている方で、次に該当する方
①市民税非課税世帯で
　要介護４、５相当の方
　　　　……… …月額５，０００円
②３歳以上 20 歳未満で障害者手帳の交付

を受けている方等
　　　　………  月額５，０００円
③市民税非課税世帯で①、②以外の方
　　　　………  月額３，０００円
※今年度から②以外の課税世帯は、対象外と
なりました。

▼助成券で購入できる介護用品
　紙おむつ、尿とりパット、清拭剤、ドライシャ
ンプー、おしり拭き、介護シーツ、使い捨
て手袋、リハビリパンツ
※助成券は、市内の協力店でのみお使いいた
だけます。

▼申請の方法
　民生委員、市保健師または居宅介護支援
事業所等から申請書の所定の欄に確認を受
け、長寿介護課、障がい福祉課または各保
健センター（朽木地域は朽木支所）へ申請
してください。

広報誌の個別配送サービスを見直しました

　より広く市民の方に高島市の情報をお届けできるよう、広報たか
しまの個別配送サービスの制度を見直しました。自治会未加入など
の理由により広報誌がお手元に届かない方（市内在住の方に限りま
す）に対し、今年度から無料個別配送を行うことになりました。　
　送付には、事前に申し込みが必要です。申込書は、本庁秘書広報
課または各支所にあります。ご希望の方はお申し込みください。

・ 秘書広報課　 （25）8000
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　防災用小型無線機（ト
ランシーバー）52 台が、
高島ロータリークラブか
ら高島市消防団に寄贈さ
れました。
　消火活動時の放水圧力
の調整や行方不明者の捜
索等の活動状況や、情報
収集に活用することによ
り、安全管理面からも大
変有効な装備品になるこ
とと、期待されます。

トランシーバーを配備 地
域
防
災
力
を
充
実
強
化

ফ
๷
ஂ
を
த
֩
ͱ
͠
ͨ   今津第１分団第２班（今津支所）に配

備していました消防自動車が配備から
20 年を経過し、老朽化が激しくなった
ため防衛省の補助を受け更新しました。
安全面を重視したポンプ操作盤、チェー
ンソーを装備しており、万が一の火災・
地震時にはその実力を存分に発揮するよ
うに訓練に努めます。

　この大会は、全世界 33 か国
35 会場で同時刻に一斉にスター
トするマラソン大会です。後ろか
ら追いかけてくるキャッチャー
カーに追い越された場所が、その
ランナーのゴールとなります。男
女それぞれ、世界中で最後の一人
が決まるまで続けられ、昨年はな
んと高島の会場から女子のワール
ドチャンピオンが誕生しました

（渡邉裕子選手、56.3km）。

　
昨
年
５
月
に
初
開
催
さ
れ
た
世
界
規
模
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『W

ings for Life W
orld 

Run

』
が
、
今
年
も
高
島
市
全
域
を
コ
ー
ス
に
、

５
月
８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
は
20
時
か
ら
深
夜
に
か
け
て
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
と
な
り
、
左
図
の
と
お
り
今
津
・
マ
キ
ノ
の

一
部
で
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Wings for Life World Run 大会事務局　 WFL-WR@r-wellness.com
　市民スポーツ課　 （32）4459

世
界
と
一
緒
に
走
ろ
う
！　

W
ings for Life W

orld Run　
５
／
８　
20
時
ス
タ
ー
ト

交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

消防ポンプ自動車を更新

消防本部消防総務課　 （22）5401

　
高
島
市
は
公
共

施
設
の
保
有
水
準
が
、
県
内
他
市
や
全

国
の
人
口
規
模
が
同
等
の
自
治
体
に
比

べ
て
約
２
倍
と
大
変
多
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
施
設
で
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
す
べ
て
を
建

て
替
え
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
で

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に

も
、
本
市
の
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
公

共
施
設
の
保
有
量
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
に
策

定
し
た
「
高
島
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
に
お
い
て
、
今
後
30
年
間
で

施
設
の
延
床
面
積
を
50
％
削
減
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け
て
「
公

共
施
設
再
編
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、「
行
財
政
改

革
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
行
財
政
改

革
の
推
進
や
公
共
施
設
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
各
施
設
の
利
用

状
況
や
老
朽
度
、
コ
ス
ト
状
況
な
ど
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
施
設
再
編
に
関

す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
公
共
施
設
の
見
直
し
に
か
か

る
取
り
組
み
の
経
過
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

財
産
管
理
課

　（
２
５
）
８
１
１
２

公共施設の再編を

検討しています！

○
行
財
政
改
革
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同　
敬
称
略
）

　
委
員
長　
新
川　
達
郎

　
　
　
　
　
（
同
志
社
大
学
教
授
）

　
副
委
員
長　
谷
口　
浩
志

　
　
　
　
　
（
び
わ
こ
学
院
大
学
教
授
）

　
委
員　
伊
丹　
康
二

　
　
　
　
　
（
大
阪
大
学
助
教
）

　
委
員　
北
村　
一
博

　
委
員　
前
川　
甚
士

　
委
員　
河
原
田　
肇

　
委
員　
池
田　
敦
子

　
委
員　
海
老
澤　
文
代

　
委
員　
前
川　
裕
美

　
委
員　
八
田　
圭
一
朗

福

井

正

明

　

昨
年
３
月
に
廃
校
と
な
り
ま
し
た

高
島
市
立
今
津
西
小
学
校
の
利
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
地
元
の
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
で
協
議
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
市
に
お
き
ま
し
て
も
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
利
活
用
の

方
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
県

内
（
東
近
江
市
）
に
本
社
の
あ
り

ま
す
共
栄
精
密
株
式
会
社
様
か
ら
、

菌
床
キ
ク
ラ
ゲ
や
椎
茸
等
の
生
産
拠

点
と
し
て
利
用
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

新
た
な
企
業
の
参
入
で
地
域
の
活
性

化
が
期
待
で
き
ま
す
こ
と
か
ら
、
去

る
４
月
11
日
に
施
設
を
５
年
間
無
償

で
貸
与
す
る
協
定
を
結
び
、
現
在
、

そ
の
準
備
に

取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

特
に
国
産

キ
ク
ラ
ゲ
の

国
内
市
場
に

お
け
る
シ
ェ

ア
は
１
～
２
％
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
国
産
の
乾
燥
キ
ク
ラ
ゲ
が
占

め
、
食
に
対
す
る
安
全
・
安
心
の
期

待
が
高
ま
る
中
で
、
国
産
生
キ
ク
ラ

ゲ
に
対
す
る
需
要
へ
の
生
産
が
追
い

つ
か
な
い
現
状
で
も
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
「
高
島
産
キ
ク
ラ
ゲ
」
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
内
市
場
で
の
シ
ェ
ア

拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

皆
様
の
雇
用
の
確
保
や
近
隣
農
家
と

の
協
力
体
制
の
構
築
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
、
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
キ
ノ
コ

類
の
生
産
拠
点
と
し
て
高
島
の
地
を

選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
の
機
会
を
逃

さ
ず
に
、
６
次
産
業
化
や
雇
用
の
促

進
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
と
と
も
に
学
校
跡
地

が
新
た
な
地
域
の
核
と
な
り
ま
す
よ

う
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
き
の
こ
」
で
地
域
を
元
気
に

協定式にて

参加申込
５月４日まで


